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ユュア Yスが異ってくる n この問題の結論は暫く措き，本稿ではマ ケティ Y
F論の成立と発展過程の理論的分析に先立って，マーケティ γグ論成立の沿革
壱，具体的，資料的に事実に内在しつつ追求しておくことにしたい。
本稿では， 先ず第1節で 19世紀におけるマーヶティ yグ論の胎動壱展望
し，第2節において 7 ーケティ Yグ論成立の直接的背景をなしている大学にお






先ず 19世紀後半のアメリカにおいて， マ ケティング論の胎動を示す先駆
1) Robert Bartels， The Development 01 Marketing Thought， 1962. p. 41 
2) Eugen Leitherer， Geschi.thtp 伽 ha'>'l.dd.'o 蜘 dabsatzwirtschaftlicken Literalur， 1961. 
S. 109 
3) George Schwartz， D四 elopmentザ MllrketingTheory， 1963， S. 1 
(360) 第95巻第5号
的文献を， F. Cools聞のや P.D. Converse5)の研究によって窺ってみると，
]1]記の如くである九 19世紀後半の数少くない研究書や手引書の著者のなかか
ら注目されている人々としては， 次のような名前があげられる。 Edward
Atkinson (1827-1905)， David A， Wells (1828-1898)， Arthur B， Fa:rquhar 
(1838-1925)及び HenryFarquhar (1851-1925) の兄弟 HarlowGale 
(1862-1945)， Walte工 DillScott (1969-1955)等々である。
これらの主要な著作者のうち，大半は，実際にピジネスに直接，間接に関係
する実業人であ 2 た。大学の学者は少なかった。例えば E.Atkinsonは綿工
業に関係するぜ3不スマソであり，実業に従事しながら 1861年から 1905年忙
わたって，紹えず多数の著作や， 250に余るパンフレット，数百の手紙を書き
続けている。 David A. Wells も United States Revenue Commission 
や， New York States Tax Commissionの会長を勤めたり，鉄道建設の推
進者として活躍していた実際家であった。 Farquhar兄弟も，兄の ArthurB 
Farquharはベンジノレパエア州ヨークの農業機具製造業を営む実業人であり，
弟の HenryFarquharは海岸測量をおとなったれ農業省統計官吏であった
4) Frank Coolsen， Maγketing Ideas of Selected Empincal Libe叩 lEconomωts， 1870 to 
1900.1958; F. Coolsen，]凶a'YketingTho引ghti旬 theU句iteaStates in the Late Nineleevth 
Century， 1960 
5) p岨 1D， Converse， The Beg叩 ningof Marketing Tkought 川 theUnited States， 1959 
.6) 19世紀後半におけるマー ケティング摘の先駆的研究を示す文献として，次のような士献がみら
れる。 AsaGreene， The Perils 0/ P叫rlStreet， 1934; B. F. Foster， The Merchant's 
Eげa係ual，1837; Dionysius Lardner， Railway Economy， 1850; E. T. Freedly， A 
P四 chcalTγeatise on Busi伺ess，1852; Freeman H. Hunt， Lives of American Mercha叫;，
1858; Stephen Colwell， The Ways 剛 dMeans of Paym四 t，1859; J. A. Scoville， The 
ota Mercltants of New Yo吋 City，1863; Samuel H. Terry， The Ret即 ler'sMa削 al，
1869; Benner SamueL， Benner's Prothe目白 ofthe Future UP.s肝 taDow問。.fP円'"
What Years to Make Money 0η Pig-Ir帥 ，Hogs， Co州 ，p，οisions， 1876; Edward Atkin 
-800， Thρ Dist仰 but町"ο)fPfod悦cts，1835， 1802， ditto， TJu Iwd1utrial Prog'YfH of thf' 
Nation， 1899; ditto， Taxation and Work， 1892; David A. Wells， Practtcal Econo例 tCS，
1885; dltto， R出 entEco旧例"日開ges，1889; A. T. Hadley， R似 lroadTransportation， 
Its History and Laws， 1886; Arthur B. Farquhar and Henry Farquhar. Eco勾ωntcand 
lndustrial Delusions， 1891; National Cash Register Co.， The P円 mel'， 1894; Charles 
AustJ.n Bates， Good Adv81'tising， 1896; N叫hanielC. Fowler， Building B切stnes同 1892; 
ditto， PUblicity， 1897; Henry C. Emery， Spec旬 lat叩 n 0η the Stock and Produce Ex-
changes of the United States， (Co1umbia University Studiesin History， Economics， 
.and Public Law， VII， No.' 2，) 1896; Harry TurnerNcwcomb， Railway Economics， 
18!:lt1; Edward F. Adams， The Moden. Fa仰ner，1899 
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も、わけではなかった。例えば HenryC. Emery (1872-1924)は，多年にわた
ってエーノレ大学のメンバ であった。彼は同大学で投機に関する研究をおこ
ない，その研究を Speculat叩 n on the Stock刷 ld Prod1印 E:叫 ha仰gesザ the
U制 ted5tates， 1896 として著わした。 彼の理論は経済学やその後の 7 ーケテ





7) P. D. Converse， Development of :¥'iarketing Theory， Fifty Ye乱r5Progress， inCha 
'Izging Per喧ectives叩 M"γketing，edited by H. G. Wal.es， 1951. p. 5 
8) P. D. Converse， The Beg閉山市 ofMarketmg Thought in the United States， 1959. p 
9 なお.Henry C. Emeryは，ロソドンでも次のような研究を著わしたり，多数のパンフ V
ットを書いていたようである。 c，仰zpanylvlanagement， A Ma-nual 10γthe Daily Use 01 
Directo向 ;.5出向仰向田向dOthe阿川 theFormah印刷dlW.削 agcment0/ ]oint Stock 
c，抑止aniesunder the Companus Act， 2nd ed. rev.) 1912 
• (362) 第95宅金 錦5号
こない，広告の心理学についての論文にまとめている九この Galeの研究は，






さて，次に 19世紀後半におけるマ ケティ Y!f論の胎動を， その理論的内
容に立ち入フて窺うと，次の如〈である。
先ず第1に，当時の先駆的文献において，消費と需要の分析がみられるとい




力は 1860年から 1885年の 25年間に4分の l以上増大し， 労働者の分け前は




Dis片品叫叩冗 ofPγoducts， 1855にも立ち入った階層分析がみられる()Atkinson 
は，被雇傭者層(employed persons) を購買力によって分類し労働者層の
うち 10%は高い購買力をもつが， 35.7 t;もは中程度の， 54.3%は低い程度の購
9) Harow Gale， .psychological Studies， 1900 
10) P. D. Converse， The Beg~nning of Marketi旬gThought i旬以，u刑 tedStates， 1959， pp. 5-7 
JJ) 物価は.1860年から 65年の5年開に 2.5倍に上昇し， 65年( 部繊維製品では6年〕を頂点
にして制改下降傾向を示している。 (U.S. Bu四日 ofCenslls， Historical Statistics 0/ the 
Unitea Slates， 1960， pp. 115-117.) 
12) 名目賞金の上昇については，神肝障一郎宇治田市造「アメリカ資本主義の白成と尭展J1943 
年 140ベー ジ参問。













程度にとどまるものといわれている円 また Wel1s は，商品種類別の 1人当










13) P. D. Converse， op. C叫， p. 5 
14) Ibid.， p. 5 
15) Farquh出兄弟の研究方法は後に， 1-1. L. Moorcや HenrySchu1tzによって継承されたe
(H. Schultz， The Theory向 dM，削附糊ent01 Demand， 1938.) 
16) 18凹年において小圭の収穫は8B年よりも 18%大きかったが，全価値は. 11 %しか大きくな
らなかった。 1869年以来，玉萄黍と小責の生産は2倍になったが，王萄黍の全価値は同じにとど
まり，小麦の価値は 30%大き〈なった。 (Converse，op. cit. pp. 8-9.) 
(364) 節目器第5号
第2の問題は市場問題及び配給問題の登場である。この市場問題の登場は，





















A. B. Farquhar と H.F礼rくluharの Ecoηom1;Caηd Industημ1 .TJelusi。ηS，
17) 生照の拡大については， Ed"¥'円 nFrickey， Prod切"仰叫 theU~回ted s.tates， J.860-1914~ 
1947， p. 54 またエリ ア メンデリソ γ 「恐慌のJj:TIj耐と歴史J1959年，飯刊貫一他訳J 錦1
分i叶， 404ヘシ以卜審問。
18) Fred Oelsner， Die Wirlschaftsknsen， 1952， S.Z29 f( 
19) L. C. Marshall， Busineお Admω#stratlOn，1921. p. 256 ff 
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E. Atkinson は， 市場問題について The lndust円 r:llProgress of the 

















20) Converse， op. cit.， p 8 
21) Farquharは 1873年9月の理柑Jご和いて， すべての工場炉事実上閉鎖したにも抱らず，自ら
の工場の価格を25%切り下げて，間もなく再開している。 (Ibid" p. 8.) 
22) Ibui.， p. 3 








例えば Atkinsonは TheDistrib叫ionof Products， 1885において， 1880 
年当時の配給費について， 農産物の生産者価格と消費者価格の開差は 33%か
ら400/0におよぶこと， また他方，パνの価格においても，小売商は35%の7
ジンを占めてし、ることを指摘している。 また 1892年の著書 Tax叫ion and 
.wo品では， 1890年の生産物総額は 12長億ドノレに達するが， それιの生産物
は消費者に遣す3までに 1度 2度 3度あるいはそれ以上も売買されるの
で，取引総額は 400億ドル以上に達すると述べてし、る叫。
次 I ，~.配給費の引き下げ方法については Atkinsonのばあいは，例Jえばイ
ギリ λの協同組合のような，現金払持帰り告U(cash-carry basis)による低マ
ージyの大経営による合理化巷考えていた。 また Wellsも，流通費 (costof 






がある。この点、の指摘は Atkinson の lndustrialPグogress 01 the Natw飽，
1889 にみられ， i我々の全人口の生活は， 取引 (trade) と交通に従事して
24) この Atkinsonの研究は，捜に二十世紀対団の研究 DoesDistrib仙 O惚 CostToo Much， 
1939に継承されている。(拙稿，スチ品7-)... デム ハ スト，配給曹は多ナぎるか，香川大
学「経済論叢J26巻4号，昭和 28年2月，拙稿』配給費用の増夫傾向について， illE券市場と
商品市場」昭和 31年毒照J
25) Converse， op. cit.， p.7 
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保管 (storage)，標準化および格付け (standarizationand grading)， 物的
取扱い (physicalhandling)，包装 (packaging)，金融 (financing)，危険負
担(口sktaking)，情報蒐集 (gatheringinformatio"n) を考えていたようで





26) Ibid.， p. 3 
27) サ グ4ス産業の労働者数については GeorgeJ. Stigler， Tγ向山師 EmPloym同 t同 th，
5"別celndustries， 1956， p.6参照。
28) Converse， op. cit.， p. 4 
29) 効用 (utility)を2つに分けなかった点を Converseは沫理事なためであると評しているG
しかし，効用を formutilityと ownershiputility， time utility， place utilityに分け
ることは，流通を生産と同一視し，流通労働が不生産的労働であるという本性をますます隠蔽す
ることになる。したがってむしろ流通主義的フェテジズムの未成熟を示すものというべきであろ




A. B. Farq uharや H.Farqllhal【兄弟によって，製品差別 (productdi宜er-




また既に述べたように，広告については. J. Wanamakerや Har10wGale 


















30) Converse. op. cit.， p.8 
31) Converse， Development of Marketing Theory， inChanging Perspectives 四 Market叩 g，
edited by Wales， p.5なお，白髭武「現代のマ ケティソグ」昭和37年， 37ベー ジ以下事照。
32) Ibid.， p. 2 













関心の昂揚は， やがて， 高等教育の必要性を醸成しはじめた。 Converseに
よれば. 1890年代の不況の回復とともにその関心が高まって雪fニトのことであ
る叫。 このような高等教育の要望が実現し，アメリカの大学において，マーケ
ティング論の端緒をなす講座が開設されはじめたのは 20t!t紀初頭， 特に 1900
年から 1910年にかけてであった。 先ず7メリカの主要大学における講座開設
状況と開設者を列記すれば次の如くである判。
1902年 Michigan 大学 E. D. Jones 
1 Califoγnla " Simon LItman 
1 Illinois 1 George M. FlSk 
33) P. D. Converse， Dcvelopment of Markehng Theory. in C帥吋叩gPersteιtives ~n 
Market開 g，edited by Wales， p. 5なお J 講座開設の規定要因について， Bartels壮企業の
要請ではなく社去問題に対応す苔ものであると考えているが，当時の下部構造の分析省長期]におこ
なう必要がある。 (B日 tels，op. cit.， p.28.) 
34) R. BarteIs， The Dcvdopment 0/ Markeling Th"ught， p. 29: J. E. Hagerty 
“Experiences of an Early Marketing Teache:r The Journal of Marketing， 1， July 
1936. p. 21 
12 (370) 第95巷第5号
1902年 New York 大学，;)
3年 Pennsylvania " 明T.E司 Kreusi
4年 同 上 H. S. PerSOll 
b年 Ohio州立大学 J乱mesE. Ha晋erty
8年 Northwes白 rn大学
" Denver " 
9年 Pittsburgh " 
" Harvard " P. T 仁hp-rington
10年 明lisconsin " 
講義は大学における企業家のための高等教育の必要が叫ばれはじめた 19世
紀末において，既に一部では開講されていたといわれるのオハイォ大学の講座
創設者 Hagerty によれば， 既に 1881年にvミンシノレパニア大学の Wharton









先ず最初に開設されたミ γガン大学では. 1902年に“ Distributive'and 
Regulative Industries of the United States" とし、うコースが開設された。
同大学の学報によれば，その内容は次の如〈説明されてし、る。「己のコースは，
35) New York大学の開講については， Converseによれば， 1900年に Accounting，Finance 
の学部がおかれたといわれている。 (Converse.The Beg切削ngof Markaing Thought 同
the U~旬ited States， 1959， p. 20.) 
36) Hagerty.， op. .c ~t. ， p. 20 
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財貨配給の種々な方法及び分類， 格付け， 使用されたプランド， 卸取引・小
売取引等の種々な方法を含むであろう c また主な関心は，上記の私的な組織に
払われ， 商業組合， 貿易者， 商業会議所などのように， 産業の諸過程を指導
し統制する貨幣面や銀行については関説しないであろう町。」 と述べられてい
る。この内容からして，従来の商業学的内容をなす銀行，貿易な f)-は分離・
独立した社会経済的マ ヶティ Y !7"の原型がほぼ描き出されているとみられ
る。
次に同じく 1902年に講座が開設されたイリノイ大学の学報によれば円同大
学では“ Institute of Commerce" という名称のコースと， “Institute of 
Commercial Po1icies" というコースと 2つのコースが設置された。これら
のコースの内容は，前者の“ Instituteof Commerce "では，商業の種類，商
業取引の重要性と組織と管理とが論じられ，後者の "Instituteof Commer 
cial Policies" では， 国内商業政策，取引規制， 無際限な競争と信用の濫用
との防止策について論じられていたぺこれらのコ 月は 1903~4年に再編成
され，第1のコースは，一般，卸売業，小売業， 百貨庖， 協同組合， 会社庖
(compan y store) など，商業組織の種々の形態の比較研究に専心し，第2の
コースは，農業生産物のマーケティングの領域を中心とするようになった問。
イリノイ大学の他にも.-19U2年にニューヨーク大学で開設されペ 1908年には
/、ーバード大学で PaulT. Cl出口ngtonによって "Commercial Organiza~ 
tiOIl and Methods" が開設され. 1909年にはピッツバ グ大学で，“ The
Markcting of Products"が開設された。
37) Bartels， op. cit.， p. 30 
38) H. H. Maynaxd， "Early Teachers of Marketll1g"， ]ournal of Marketing， VII， 
Oct. 1942. p. 158 
39) イリノイ大学のコ スは， J. E. Hagertyによれば， Dom，estic Commerce and Com-
merclal Policies. Foreign Commerce and Commercial Policies， and DOrnestic and 
Foreign Ma~kets の 3 つになってし、る。(J. E. Hagerty. op ωt.， p. 21.) 
40) H. H. Maynard， op. cit. p. 158 
41) ニュー ヨ ク大学では 1902年に，次のようなコー スが設けられた。 BusinessOrgan ization 
and Practice， Raw Materialso 4年にはさらに lndustnalOrganizahon and Management 





1905年に "D日 tribut凶 nof Products" が初めて開講された。翌年にこのコ
ースが拡張され，“ Dis廿ibutiveRegulative Institutions" と改称され， 同
時に“ CommereialCre'dit" が追加された。また 6年に“ DistrihutivAand 
Regulative Institutions" ば“ Mercantilelnsbtutions JJ 忙改称された")。
それから 4年聞を経過し， 1910年から 11年にかけて改編され. 旧来の"Co-
mroercial Credit" は廃止され， 次の 2つのコ一月に発展した。すなわち，
圏内商業壱中心とする“ MercantileInstitutions in Domestic Trade" と，
国外商業を中心とする“ ForeignMarkets and the Consular System" と
である。 とのうち園内商業壱中心とする "~Iercantile Institutions in Do 




オハイオ大学においては， 1911年に，広告論が μPrinciplesof Advertising " 
として開設され，数年たって 1916年に， "Salesmanship"が追加された。ま





の代理問p ヅロ←カー，仲買人，等々の機棺j 広告7HJ'そのわ理的法民1I 広告の経済的重要明と
服売に与える影響ロ(司会社の内部管理組織，会社の部門編成及び干部部門編成の研究，各部門の
桐互間部と士体に対する関係の研究 記録ル罰器保存のデータ処理システム o (Hagerty， ibid.， 
p. 21.) 
43) オゎ、イオ夫学の 1921年のカリキ 1 ヲJ;./1次の上うたコ スからでぎをていた門 BusinessCOffi-
munications， Marketing， Marketing Problems，、Vholesaling，Retailing， Credit and 
Collections， Salesmanship， Advertising， Advertising Practice， Exporting and Import-
wg， Research io 'Marketing 
なお同大学の 1921年以後のマーケテ 4ング関係のコ スの変化参掲げれば次の如〈である 2
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イ九コ Y-./:/大学では 1910年 5月に RalphStarr Butler教授が中心にな
り通信学生用のコースを創設したが， その中には， 既に Advertising and 
包alesmanship， Advertising Campaigns， Sales and Purchases， Store 
1vIanagementなど，広告， セールスマyyップを中心とする企業的マ ケテ
イソグ論の内容が含まれていた刊。
以上の例の如く， 1900年から 1910年にかけて， 主な大学においてずークア
イング論に関係「るコースが次々に創設占れていったのであ芯が，その発展傾
r向を次の如く概括することができるであろう。











においても， 実務においても余り使用例がみられなかった。 むしろ Trade， 
Commerce， Distributionとし、う言葉が普通に使われていた。しかし， 1905年
常頃から講座名においてもマーケティソグという用語があらわれ始めてレる叫。
1925年 SalesmanagementがSalesmanshLpと結合された。 1927年 Marketi珂 Problems
が廃止。 1叫0年 CLediLProblerosが導入。 1担O年 BU[)ineS5Research .!: 1vlarket 
Researchが2つのコー スになヮた。 1941年 SalesmanshipとSalesManagementが2つ
のコー λ になった。 (Bartels.ibid ， P 32.) 
44) Maynard， op. cit.， p. 159 
45) CO Ilver~t:， T1.e Beg凶削ngof 1¥1arketin{{ Tho，ught叫 thoU.制 tedStates， 1959， p. 21 
46) マー グテ4ングの用語が一般化する過程を示すと， 1902年に，ミシガゾ大字の学報で， . '-'ari 
OU~ method:; of marketing goods' という言葉の使い方がみられ， 5年にはへνシノレパzア
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何故にマーケティ Yグという用語が使われ始めたかについては，必ずしも明瞭
でないが，ウィ λコγγγ大学で 'MarketingMethods" というコースを開
設した Dutler教授は， 194日年に次のような説明壱おこなってし、る。 i要，o












第 2はノ、ーバード大学， 第3はオハイォ州立大学， イリノイ大学， ノースウ
ェスタ γ大学を中心とする中西部グループ，第4は，ニーーヨーグ，特にニュ
ーヨーク大学，コロ yピア大学を中心とするグループである。この 4つのグノレ
ープのうち，第 1のウィ λコγγγ大学と，第 2のハーバード大学は， VVilliam 
J. Shultzによってもその顕著な貢献が認められている明。この両大学は，マー
ケティ yグ論形成I~ 大きい影響壱あたえた理論的源泉地 (original centers) 
大学で， "The Marketing of Products"というコー スが，また 9年にもピッツパー グ大学で，
同じように“ Marketingof Products"とし、うコ スが設けられている。また 10年に至って，
ウィスコ γジン大学で“ MarketingMethods とL、うコー スが RalphStarr Butlerに
よヲて教えられ， 13年には，同大学で“The Marketing of Farm Products"というコ ス
がL.D. H. Weldによって教えιれはじめた。 (Bartels，op.' cit.， p. 33.) 
(7) Bartels， ibid.， p. 32 
48) Ibid.. p. 34 f 
(9) W. J. Shultz， American Marheling， 1961， p. 14 
マ ケティ γグ諭成立の治草 (375) 17 
でもあった。
先ず第 1のウィスコ γγν犬学。この大学では19世紀末から著名な魅力ある
経済学者がし、た。例えば， W. A. Scott， J.R. Commons50)， R. T. Ely51l， H. 
C. Taylor などの経済学者がいたので， 当時マーケティ Yグの先駆的学者が
謂集し亡し、たようである。 ウィ九コソジYで学んだ学者には E.D. Jones， 
J. E. Hagerty， B. H. lIibbard， T. Macklin， P. H. Nys1.rom， R. S. Butl町 p
P. D. Converse， N. H. Comish， F. L. Vaughan などの名前がみられる。
また 1902年からイリノイ大学の講壇にし、たマ ケティングの草分け教師であ
る G.M. Fiskは. 1908年にウィスコソジγ大学に移ってきている U との大
学で学んだ諸学者は全国的に散らばり，それぞれの貢献壱なしているが，特に




第 2のハーパード大学。同大学はウィスコ Yジン大学と異ってマーケティ Y
F形成の初期だけでなく，長期にわたって多大の影響をあたえ，また理論面だ
けでなく，実際面の発展にも影響の中心地になっていた。ハーパードでは. F 
W. Taussig間. E. F. Gay などの経済学者がおれそこで学んだ学徒の中か
らは P. ):'. Cherington， A. W. Shaw， M. T. Copeland， H. R. Tosdal， 









52) Frank William Taussig (1859-1940)ハ パー ド大学を卒業後，ベノレりソで学び， 1886年
から終拍ハー ハー ドで経済学を言語じ丈一。
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イY グについての若干の諸原理が出されたといわれる。ウィスコ y シン大学で
は，商品別研究が重視されたのに対し，これらの大学ではマーケテ(:/グの機
能的側面 (functionalaspect)の研究が中心になったようである。これらの大
学のうち，オハイオ大学では， J. E. Hagertyが教鞭をとり，イリノイ大学に
は G.M 目立がし、台上に 1908年に S.Litmanがカリフ f ノレニア大学から
移って害たのまた，これらの諸大学で活躍した学者の中には， H. H. Maynard， 
W. C. Weidler， T. N. Beckman， P. D. Converse， F. E. Clark などの諸
学者の名前がみられた。この諸学者は，マーケティ Y ク概論や7 ケティ Y グ
原理など，マーヶティソグ一般 (generalmarketing)の著作をあらわしたの
で， Bartelsによって， マーヶティゾグの総合に貢献したといわれている問。
中西部のその他の大学では，エール大学の L.D. H. Weld.ネプラスカ大学の
P. W. Iveyなどが目立った存在であった。
第 4のニューヨーク市を中心とするグループ。コロ γピア大学やエューヨー
ク大学では， 方法としては， マーケティングの制度的分析 (institutional 
.analysis) を中心とする傾向がみられ，また同時に，実務壱重視する傾向もみ
られた。これらのニ 1 ーヨークの大学では P. H. Nystrom， H. E. Agnew， 
N. A. Bnsco， J. W. Wingate， R. S. Alexander などの学者が活躍したよ
うであった。
53) Marketing Problemsの方法はオハイオ大学の Hagertyによっても注目されていたがl
その方法は後に発展したケー ス メッソ ド (caSGmethod)とは典コていたようである c (J 
E. Hagerty， op. cit.， p.27) 
54) Bartds， ap. cit.， p. 35 
マー ケティング前成立の沿革 (377) 19 
以上， Bartelsの研究にもとづいて，アメ日、カのマーケティング研究の初期
における中心地を概観した。これらの諸学者の活躍は，マーケティ '/Jf成立過
程を終えて， 1910年代以降， 20年代， 30年代の発展期においておこなわれた。
その研究内容については，あらためて考察することにしたい。
N 1910年までの研究の概観
20世紀初頭の 10年間，すなわち 1900年から 10年に至る問の研究と講義の
状況について蹴観しtみよう。
前節でみたように 20世紀初頭の 10年間は，各大学で，マーケテイング関




招かれたばあいもある。 例えば， カリフォノレニア大学のばあいは， 日mon





考えるにあたって， ドイツの G.Cohn同， J. Grunzel，57) R. Van der Borghfisl 
などの著作から材料壱集め，各国の相異性よりも共通性を強調するという方法
で講義を担当した。次に，オハイオ大学のばあいは，J. E. Hagertyが講義の
55) Simo乎 Litman “The Bes"lnnins" of Tp.:lr.h!ng M乱了1日 tingln America立 UniV8rsities'¥
Journal 01 Markct叩 g，XV， October 1950， p 380 
56) G. Cohn， Nati{H川 loko削 mied同 Hnmdels山 zdd四 Ve1'keh'l.mJesen，1898 
57) j. G同町弓1，System der Handelspolit~k ， 1901 同書怯国民経済的観点で苦かれており，制
底的記述 (Institutionen beschrei buηg)の方法がとられている。
58) R. Van der Borght. Handels und H，問delspolit~k ， 1. Aufl.， 1899 同書は機能的方法を
中心とする，商業の百科辞典的記述であった白
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担当を要請された叫。彼は，そ」でえ献資料なしに教えねばならないという困
難に進退した。 ιCornmercial Cre仁lit"と“ Advertis旧宮"のItあいは多少と
もテキス 1に恵まれたh>'UO)，gcneral marketingのばあいは大いに当惑したよ
うである。 相に 1905'lから 12年までの同にわたって困った。そこで 1900年と





をなめた教師としては， 上記の SimonLitman62)， James E. Hagerty のほ
かに， ミジガY大学の E.D. }ones，イリノイ大学の George M. Fisk問，ベ





The .Reports 01 the Indust円 alCom四日sions，1900-02 ~ιmory R. }ohnson， 
AmericaηR叫んoad Tra削 portation，1日03; Walter Dill Scott， The Theory 
of Adveγtising， 1903; The U. S. Bureau of Corporations， Repc吋 01the 
じ0刑制ZS5'Wneγ 01COl'poratio山間 BeeJIndustワ (Repo-rt)，1905 
上記の他に，一般的な研究として S.amuelE. Sp叫 ling，Business 01'g抑制ι
59) J. E. Hagerty， "Experiences of an Early Marketing Teacher"， Journal 0/ Marketing， 
1， Julv 1936， p. 26 
60) Hagerty はCommelcialCreditの講義を 1906年から受持つことになり，教科書としては，
P四 nder{fast'sbook， Cγedit and Its Usesを用い， 19日年には HenryHolt and Company 
の M，グCIl_ntileCred'τt を使用している。 広告諭の講義は 1911年から担当する亡とになり，
Walter Dill ScottのPsychologyof Advertisingを使用してし、る。 (Ibid.，P 26.) 
61) lbid.， p. 26 
自2) S. Litmanは1902年から抵当lJ， 1908年からはイリノイ大学に移って~， ~o 
田) G. M. Fiskは1902今ー から担当し， 1908年にウィスコ γシン大学に移ヲている。
64) Converse， The Begim仰 ηg0/ Marheting Tho旬ght~n the United States， 1959. p. 21 
マー ケテ fング諭成立の沿革 (379) 21 
tion， 1906 
セ ノレス"7:/関係として P.L. E2，sterbrook， S日開印ザ Salesma似ship，
1904; D. Hirschler， The A吋 01Retail Selli時， 19日9
信用関係として.W. A. Prendergast， C阿 dita切dCollectio旬s，1906: J， J 
Zimmerman， Credits and 'Collectio勾， 1907 
広告関係として E.E. Calkins and R. Holden， JVlode附 Adve吋~s'tng，
1905; G. H. PoweI1， Powell's Pγactical Advertiser， 1905; T. A. De明reese，
The P円旬日ple5ο'1F円 aμalFuhl品ity，1908; W. D. Scott， The 'Pδychology 







ばならなかった。 との 1900年から 10年までの研究の成果は， 1910年代にな
って陸続としてあらわれてきたのである。
V 概 括






65) 冊えば G.Schwartz， D四 elopment0/ Marketing Theory， 1963， p. 3参照。






第 1に， 19世紀末にマーケティング論の胎動がみられ， その胎動は 70午代
からの独占資本主義への移行期にお付る過剰生産恐慌を契機にし，配給費の増
大，配給人口の増大などの問題意識によって推進されていたこと。




66) 心111\向!職業教育日陸史的基礎z 呑)11大学「経済論叢J25B3-~， 4号，昭和25什3月， 1月審問。
67) Bartelsによれば 19(10-1910年はマ ケテイングの「括見町時代J.10-20年は「概倉、化の
時代jと規定されている。(1'1町tel~οp_ rit._ p 41-) 
